【2008年　整形外科】
問題１
骨について誤っているものを１つ選べ。
a. 骨形成は骨有機基質形成と基質石灰化過程を経る。
b. 骨再造形は破骨細胞と骨芽細胞の連係で行われる。
c. 骨萎縮は骨量が局所性に減少した状態である。
d. 骨溶解は骨の石灰化度が低下した状態である。
e. 骨壊死は骨小腔の空胞化が特徴である。
 
 
問２.　骨の発生で結合祖機器内骨化(intramembranous ossification)によって形成される骨はどれか。３つ選べ。
a.　頭蓋骨
b.　鎖骨
c.　下顎骨
d.　椎弓
e.　肋骨
 
 
問３

成熟関節軟骨について正しいのはどれか。３つ選べ

a.表層には軟骨膜が存在する。

b.全層にわたって均一な構造を持つ

c.血管やリンパ管は存在しない。

d.細胞密度は粗で基質に富む。

e.正常ではほとんど細胞分裂はない。

 

 
 
 
問題4.病理所見と疾患の組み合わせで誤りを2つ選べ

a.痛風-ピロリン酸カルシウム結晶

b.色素性絨毛性滑膜炎-ヘモジデリン沈着

c.関節リウマチ-滑膜増殖

d.結核性関節炎-Langhans巨細胞

e.変形性関節症-パンヌス

 
 
問５

１４歳女性。一ヶ月前から突然誘因なく右大腿部痛と腫脹をみとめるようになった。単純X線で右大腿骨骨幹部に明らかなonion peel所見と虫食い像、浸潤像を認めた。胸部CTでは多発性の小結節陰影を認めた。この症例で見られる可能性の最も高いものを一つ選べ。

a、Bence-Jones蛋白陽性

b、尿中VMA高値

c、白血球増多

d、腫瘍性の類骨形成

e、フィラデルフィア染色体

 
 
問題６
７５歳男性。３ヶ月前から特に誘因なく、腰痛が次第に増悪したため来院した
。単純
X線写真では第３～５腰椎と腸骨に骨硬化像を認めた。血液生化学検査で高値となるものとして最も適切なものはどれか。１つ選べ。
a.乳酸脱水素酵素
b.リン
c.ガンマグロブリン
d.酸フォスファターゼ
e.尿酸
 
問8、頸椎症性脊髄症で正しい症状を3つ答えよ。
1．手指の巧緻運動障害
2．片側上肢のしびれ
3．歩行障害
4．cervical　line陽性
5．SLRテスト陽性
 
問題９．頸椎後縦靭帯骨化症について正しいのはどれか。3つ選べ

a.脊髄症をきたすことがある

b.欧米でも日本と同様の頻度でみられる

c.単一遺伝子異常が原因である

d.骨化は胸椎や腰椎にもきたすことがある

e.厚生労働省で難病に指定されている

 
問題10、神経学的診察所見について正しい組み合わせを二つ選べ。
a.クローヌス　ー　下位運動ニューロン障害
b.知覚障害　ー　後索ー脊髄視床路
c.頚髄症　ー　下肢腱反射低下
d.MMT3　ー　重力に抗して可動域全域にわたり運動できる
e.上腕三頭筋　ー　C7神経支配
 
 
 
問題11

腰椎椎間板ヘルニアでまちがっているものを一つ選べ。

a.Ｌ5S1椎間板ヘルニアではアキレス腱反射が低下する

b.保存的治療は安静である

c.典型的な症状は、腰椎と片側の下肢痛

d.膀胱直腸障害を生じる場合もある

e.下肢痛は咳やくしゃみで増悪する

 
 
問題12
腰痛症について正しいのはどれか。1つ選べ。
a.急性期の腰痛症に対して保存療法の基本は安静である。
b.慢性期の腰痛症に対して保存療法の基本は安静である。
c.国民の有訴率の頻度で最多である。 
d.痛みとは「組織損傷により生じる不快な感覚性、情動性の体験」と定義される。 
e.生涯の有病率は60%である。 
 
 
問題13．電気生理学的検査(筋電図、神経伝導速度検査)の上で、正しいのはどれか。３つ選べ。

a.手根管症候群では、尺骨神経伝導速度が低下する。

b.筋電図検査では、中枢神経の障害を調べることはできない。

c.筋電図検査における電位の振幅が３mVであったので、high amplitudeと診断した。

d.筋緊張性ジストロフィーの筋電図所見として、dive bomber soundは特徴的である。

e.脊髄腫瘍の手術に、脊髄モニタリングは有用である。

 
 
問題14.
環指小指の指伸筋腱皮下断裂を生じうる可能性のある疾患、外傷として適切なのはどれか。3つ選べ。
a.関節リウマチ
b.デュプイトレン拘縮
c.コーレス骨折
d.有鈎骨鈎骨折
e.変形性遠位橈尺関節症　
 
問題15
.ガラスにより前腕屈側に切傷を生じた患者が母指から中指までのしびれを主訴に来院した。同時に起こる母指の運動障害として可能性が高いのはどれか。1つ選べ。
 a.　伸展障害
b.　対立障害
c.　外転障害
d,　内転障害
e.　母指には運動障害を生じない
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問題17
22歳の男性。工事現場で転落し、下腿骨を骨折し来院。徒手整復し、ギプス固定を施行。6時間後に下腿の腫脹と疼痛が増強したため、ギプスを分割した。下腿は著明に腫脹し、水疱形成を認める。他動的に足関節を動かすと激痛が生じた。前区画内圧を測定したところ60mmHgであった。最も適切な処置はどれか。1つ選べ。
a.    ギプス再固定
b.    徒手整復
c.     直達牽引
d.    筋膜減張切開
e.     観血的整復術
フォームの終わり
 
 
 
問題18
下肢深部静脈血栓症について誤りを２つ選べ。
a. 肺塞栓の原因となる
b. ギブスなどの保存治療ではおきない
c. 性ステロイド投与患者で頻度が高まる
d. 術後早期の運動が予防に効果的
e. 間欠的空気圧迫は発症後も有効
 
問題１９

上肢のスポーツ障害について正しいものはどれか。ひとつ選べ。

a.リトルリーガーズショルダーは、繰り返しの投球による腱板障害である。

b.テニス肘では、上腕骨内側上果に圧痛を認める。

c.プロ野球選手に最もよく見られる肘障害は、上腕骨小頭の解離性骨軟骨炎である。

d.スキーヤーズサムは、ストック外力による母指MP尺側側副靭帯障害である。

e.槌指は球技などによって、指のDIPに急激に引張力が加わることによって生じる。

 
 
問題２０

膝の機能解剖に関する記載で正しいものはどれか。誤っているものを三つ選べ。

a.正常の下肢アライメントは軽度内反位である

b.膝関節は蝶番関節である

c.鵞足は、縫工筋、薄筋、半膜様筋により形成される

d.半月板は膝関節接触面の荷重分散機能を持つ

e.後十字靭帯は大腿骨に対する脛骨の前方移動を抑制する

 
 
問題21.半月板単独損傷の所見で誤っているもの２つ選びなさい。

ａ運動後関節水腫

ｂ繰り返す関節内血腫

ｃ患側の大腿四頭筋萎縮

ｄＬａｃｈｍａｎテスト陽性

ｅＭｃＭｕｒｒａｙテスト陽性

 

 

問題22

次の説明文のうち正しいのはどれか。2つ選べ。

a.上腕二頭筋長頭は結節間溝を通り肩関節内に停止する。

b.腱板を構成するのは、棘上筋、棘下筋、肩甲下筋、大円筋である。

c.肩関節脱臼は前方脱臼が多い。

d.外傷性肩関節脱臼の再発率は、10歳代より20歳代の方が高い。

e.五十肩では手術療法が第一選択である。

 

 

問題23

肩腱板の疾患について正しいものを2つ選べ

a石灰性腱板炎は中高年の男性に好発する

b肩腱板損傷は棘上筋が最多である

c肩腱板損傷で挙上動作で60～120度で疼痛がでることをdrop arm signという

d棘下筋断裂では外旋運動が障害される

e腱板不全断裂では肩関節から造影剤を注射すると肩峰下関節が造影される

 

 

 

問題24.大腿骨骨幹部骨折で誤っているものを2つ選べ。

　(1)出血性ショックを生じやすい

　(2)脂肪塞栓症候群の発生に注意する

　(3)血行障害を生じやすく、癒合が得られにくい

　(4)3歳までは直達牽引を行う

　(5)成人では手術療法が原則である

 

問題25.

受傷時5時間以内の新鮮開放創の処置として正しいのはどれか。2つ選びなさい。

a デブリドマンを行う。

b 植皮をしてはいけない。

c 骨折があれば開放創とする。

d 一時的に創閉鎖をする。

e 一時的に神経を縫合してはいけない

 

問題26.小児骨折の特徴として正しいのはどれか。3つ選べ。

a外傷によって骨折よりも脱臼を起こしやすい

b自家矯正力が強い

c回旋変形は矯正されやすい

d骨癒合は成人より早い

e骨の成長障害の原因となることがある

 

 

問題27肘内症について正しいのはどれか？二つ選べ
a 7～12歳に好発する
b 急に手を引っ張ったりねじった時に起こる。
c腫張や変形はない
d麻酔下に徒手整復を行うe 肘の伸展・牽引により整復する。
 

問題28一次性膝関節症として正しいのはどれか。２つ選べ。ａ軟骨下骨の血
流障害が原因である。ｂ女性よりも男性の罹患率が高い。ｃ内反変形を特徴とす
る。ｄＸ線像の初期所見として関節辺縁のびらんが重要である。ｅ保存療法とし
て大腿四頭筋訓練が有効である。
 

 

 

問題２９
 膝の突発性骨壊死について正しいのはどれか。２つ選べ。
(a)　若年男性に多い。
(b)　夜間痛を伴うことが多い。
(c)　ピロリン酸カルシウムの沈着がみられる。
(d)　好発部位は大腿骨内側顆部関節面である。
(e)　発症期X線像の特徴は軟骨下骨の硬化である
 

 

30．初期に関節周囲の骨萎縮を示すものはどれか。
a.変形性関節症
b.関節リウマチ
c.結核性関節炎
d痛風性関節炎
e.神経障害性関節症
 

 

問33、偽痛風に関して正しいものを２つ選べ。

a若年発症である。

b尿酸の組織沈着によっておこる。

c急激な膝関節痛で発症する。

dX線所見の特徴は半月板に沿った線状の石灰化陰影である。

e血液検査は通常正常である。

 

 

問 34

関節リウマチの関節破壊に関わる主要なサイトカインはどれか。３つ選べ。

a.IL-1(interleukin-1)

b.IL-6(interleukin-6)

c.IL-7(interleukin-7)

d.TNF-α(tumor necrosis factor-α)

e.IGF-Ⅰ(insulin-like growth factor-Ⅰ)

 
 
問題３５
56歳の女性。約15年前に関節リウマチを発症しているが、抗リウマチ薬(DMARs)、

非ステロイド抗炎症薬の坐剤、副腎皮質ステロイド薬の併用療法にも関わらず、

病勢が強くコントロールできていない。2ヶ月前から嘔気と頑固な下痢を認めてい

る。同時期に副腎皮質ステロイド薬の減量を開始していた。最も考えられる病態はどれか。

a、DMARDsの副作用 

b、坐剤の副作用

c、副腎皮質ステロイド薬の離脱症状 

d、続発性アミロイドーシスによる消化管症状 

e、膵炎の併発

 

 

問題36

X線像上骨粗鬆症化を呈する疾患のうち、血清カルシウム高値、血清燐低値、血清アルカリフォスファターゼ高値を示すのはどれか。1つ選べ。

a.上皮小体機能亢進症

b.原発性骨粗鬆症

c.骨軟化症

d.骨形成不全症

e.多発性骨髄症

 

 

問37.

長期血液透析の合併症はどれか。3個選べ。

a.異所性石灰化

b.手根管症候群

c.破壊性脊椎関節症

d.大腿骨頭壊死

e.変形性膝関節症

 

問題39
急性化膿性骨髄炎で正しいのはどれか。３つ選べ。
ａ．ＭＲＩは病変の広がりを確認するのに有用である。
ｂ．小児の血行性骨髄炎は類洞に細菌が停留して発症する。
ｃ．大腿骨近位部の骨髄炎は化膿性股関節炎に進展しやすい。
ｄ．単純Ｘ線写真では一ヵ月以上経過してから骨萎縮像が出現する。
ｅ．早急に経口で抗生剤を投与する必要がある。
 
問題４０大腿骨頚部骨折について正しいもの3つ選びなさい。

 

a、骨粗鬆症を有する高齢者に多発する。

b、関節内骨折なので、骨癒合がえられやすい。

c、Garden分類は治療方針決定に役立つ。

d、Garden分類StageⅢでは、weitbrecht支帯の連続性が残存している。

e、完全嵌合骨折の治療の第一選択は、人工骨頭置換術である。

 
 

問題41．化膿性脊椎症について正しいものを2つ選べ。
1．細菌は椎体静脈叢を通じて終板に到達し感染する。
2．発生部位は胸椎が最も多く、次いで腰椎が多い。
3．椎間板の狭小化を認めないことが多い。
4．結核性脊椎炎は椎体の圧壊を生じ、側彎を呈する。
5．結核性脊椎炎は椎柱の不橈性が認められる
 
 
問42 好発年齢の低い順に正しく並べたものはどれか。一つ選べ。
a.ペルテス病―先天性股関節脱臼―大腿骨頭すべり症
b.乳児化膿性股関節炎―大腿骨頭壊死―大腿骨頭すべり症
c.ペルテス病―乳児化膿性股関節炎―変形性股関節症
d.乳児化膿性股関節炎―大腿骨頭すべり症―大腿骨頭壊死
e.大腿骨頭すべり症―ペルテス病―変形性股関節症
 
 
問題43

大腿骨頭すべり症の所見で正しいものを３つ選べ

 

①Trethowan徴候

②Dejerine徴候

③Kanavel徴候

④Capener徴候

⑤Drehmann徴候

 
問題44
片脚起立時に荷重側大腿骨頭にかかる荷重は次のどれか？
①起立側下肢を除いた体重
②体重の1.5倍
③体重の3倍
④体重の5倍
⑤体重の10倍
 
問46
大腿骨転子部骨折について正しいのはどれか。２つ選べ。
a.頚部骨折に比べて統計上患者の年齢層が低い
b.転倒や直接打撲が原因のことが多い
c.関節内骨折である
d.海綿骨で血流が豊富なので治癒の条件がいい
e.早期離床のため手術が第一選択となる
 
問題４７
股関節疾患について正しいのはどれか。１つ選べ。
a.    トレンデレンブルグ徴候は股関節内転筋不全の有無をテストするものである。
b.    トーマステストは股関節伸展拘縮を検出する方法である。
c.     ペルテス病は女児に多い。
d.    変形性股関節症の病期分類の基本となるのは骨嚢胞の大きさである。
e.     特発性大腿骨頭壊死症の骨シンチグラムで特徴的なのはcold in hotの所見である。
 
 
問題48
運動療法について正しいものはどれか。３つ選べ。
a. 筋の持久力を増すためには中程度の負荷の素早い運動が適している。
b. 等張性収縮では筋の長さは短縮あるいは延長し、関節運動が見られる。
c. 徒手筋力テストで筋力が0または1の時、関節可動域訓練は意味がない。
d. 筋力は筋線維の肥大によって増強する。
e. 等尺性収縮では筋の長さは一定に保たれ、関節運動はみられない。
 
 
問題49

義肢と装具について誤っているものを２つ選べ。

 

１．義肢の製作に患者の性別を考慮する。

２．義肢の基本構成要素はソケット、支柱、ターミナルである。

３．継手とは支柱とターミナルの接合部をいう。

４．作業義手の動力源は体内にある。

５．義肢のアライメントは動的、静的アライメントからなる

 

_1287262898.unknown

_1287262900.unknown

_1287262901.unknown

_1287262899.unknown

_1287262896.unknown

_1287262897.unknown

_1287262895.unknown

_1287262893.unknown

